
学校法人新渡戸文化学園（東京都中野区、理事長 平岩国泰）

新渡戸文化小学校/株式会社SATO COMPANY代表取締役社長舘野真理子

「木製パレットを活用した循環する靴箱」が、
第19回キッズデザイン賞＊（主催 : キッズデザイン協議会）において
『キッズデザイン協議会会長賞』を受賞しました!!

2025.1006の表彰式にて
●写真（右）：キッズデザイン協議会

会長 坂井 和則様
●写真（左）：VIVISTOP NITOBE

山内 佑輔

＊新渡戸文化小学校とは： 教室や教科、学年など、これまでの学校の仕組みを越え、先生も生徒、
児童も、ともにつくり、ともに学ぶ場です。
学校は学びの宝庫です。授業も、休み時間も、放課後も。VIVISTOP NITOBEでは、日常で生まれ
る「問い」や「興味」をさらに深めます。
もっと知りたい！もっとやってみたい！もっとつくりたい！ そんな想いをアートやサイエンス、
テクノロジーなどを活用し、多様な価値観を持つ人たちと共創しながら、自分たちなりの想いを
実現させる場です。

＊株式会社SATOCOMPANYとは：
「木製パレットを通して、人と自然を元気にする」を企業理念に掲げ、物流パレットのパイオニア
として培った技術基盤を活かし、国産木材の利活用をアート、建築、自然保護など幅広い分野に展
開。環境配慮型のものづくりを通じて、新たな価値創造に取り組んでいる会社

＊キッズデザイン賞とは：
多様なステークホルダーとともに子どもの未来が持続的で明るいものであるように、「子どもたち
が安全に、そして安心して暮らす」「子どもたちが感性や創造性豊かに育つ」「子どもを産み育て
やすい社会をつくる」という目的を満たす、製品・サービス・空間・活動・研究の中から、子ども
や子育てに関わる社会課題解決に取り組む優れた作品を顕彰する制度です。

受賞理由：
『絵を書いたり作り直したりといった行為を通じて、
靴箱を子どもが自分のものとして認識し、
学年が上がるごとに場所を移すことで自らの成長も実感する。
上級生から下級生へ活動を伝え、
学校の伝統や文化も継承されるというプログラムのデザインが特に光る。』

※キッズデザイン協議会のコメントより
受賞番号：250388
受賞企業・団体名：学校法人新渡戸文化学園 新渡戸文化小学校 ／ 株式会社SATO 
COMPANY
受賞作品名： 木製パレットを活用した循環する靴箱
受賞カテゴリー：子どもたちの創造性と未来を拓くデザイン
部門：クリエイティブ部門

【お問い合わせ先】学校法人 新渡戸文化学園 広報室（鈴木・中ノ瀬）

●TEL：03‐3381-0196 ●mail：a_kouhou@nitobebunka.ac.jp
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